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【目的】 

第１条 この事業は、身近な地域において、高齢者等を対象にボランティアと協働で企

画し、内容を決め、共に運営する仲間作りの場を開設することで、地域住民の孤

立感の解消、地域の見守りならびに閉じこもりや介護予防、健康の維持向上を図

ることを目的にする「ふれあい・いきいきサロン」活動（以下、「サロン」とい

う。）を推進し、地域における福祉コミュニティづくりの形成に資することを目

的とする。 

 

【支援内容】 

第２条 標津町社会福祉協議会（以下、「社協」という。）は、本要綱に定める要件を満

たすものであると認められる活動団体に対し、各号の内容の支援を行う。 

（１）実施・運営に必要な活動経費の一部助成 

（「ふれあい・いきいきサロン事業助成要綱」による） 

（２）実施・運営に必要な情報提供 

（３）実施状況を町内へ広報 

（４）活動に必要な知識、技術を習得するための講習会等の実施 

（５）その他、事業を推進する上で必要と考えられる支援 

 

【実施運営団体】 

第３条 サロン実施団体は、社協と連携・協働のもと、小地域（概ね町内会、自治会等

の範囲）の住民で組織されたグループや団体が主体となり小地域福祉活動に積極

的に取り組む住民によるグループとする。 

 

 

【対象となる活動】 

第４条 事業実施は、次号により行うものとする。 

（１）開催会場は公民館、集会所、町内会館、地区会館、学校、個人の住宅等地域 

の実情に応じて参加者の集まりやすい場所を利用して開催するものとする。 

（２）実施回数は、概ね月 1 回以上実施するものとする。 

（３）サロン実施については、訪問や地域の回覧板等で周知を図るとともに事業の

実施に対して、町内会、民生委員、老人相談員等の当該地区関係機関や団体と連

携し、事業の円滑な運営に努めること。 

（４）参加者及び範囲は、地域の実情に応じて各グループで決定するものとする。

ただし、社会的支援を必要とする方、閉じこもりがちな方への参加を積極的に働

きかけていくものとする。 

（５）活動内容は、社会的支援を必要とする方、閉じこもりがちな方への支援を目

的とした活動とし、趣味活動や老人クラブなどの、グループが会員のみのために



実施する活動は含めない。なお、開催中の活動は基本的に自由であり、参加者同

士が話し合いでの中で決定するものとし、参加者の自主性を尊重して決定される。 

（６）各団体は、活動の自主運営及び活動の継続性を図るために、必要経費に対す

る参加費等の徴収することを原則とする。 

（７）政治・宗教活動・営利を目的としないこと。 

 

 

付則 

 この要項は、平成１９年 4 月１日から施行する。 


